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第 11 回、第 12 回 岡田山撤去連絡協議会を開催しました 

第 11 回 平成３１年２月 ４日（月）午後３時〜４時 
第 12 回 令和 元年７月２２日（月）午後３時〜４時 
どちらも伏⾒区役所深草支所第３会議室で開催しまし

た。 

１ 構成員、会⻑、副会⻑の選任等 

 令和元年度最初の第 12 回の協議会では、構成員、会⻑、副会⻑の選任等の手続を⾏いました。
地元深草学区からは、構成員として⾃治連合会の⾛井副会⻑、中井副会⻑が退任、保健協議会の北
⼭会⻑が新たに就任したほかは、前年度までの⽅々が留任、北川会⻑、久保副会⻑及び酒井副会⻑
については、いずれも再任となりました。（メンバーについては裏⾯をご参照ください。） 

２ 岡田山撤去の進ちょく状況・環境調査結果・交通量調査結果の報告 

 第 11 回と第 12 回の協議会では、岡田⼭撤去の進捗状況、環境調査結果、交通量調査結果の報告
が、 ㈱ＨＩＲＡＹＡＭＡ（撤去事業者）及び京都市環境政策局からありました。 
 第 12 回の協議会の冒頭には、㈱ＨＩＲＡＹＡＭＡ 代表取締役 平⼭英拡氏から、２月から３月
にかけて、京都市の基準を満たす、リサイクル製品改良⼟の中に異物があり、これを造成⼯事で利
⽤されたことが不法投棄にあたると京都府警から嫌疑をかけられ（嫌疑不⼗分により不起訴処分）、
御心配をおかけしたことのお詫びと、今後、京都市の指導監督の下、地域が安心していただけるよ
う、より適正に実施していきたいとの説明がありました。 

京都市環境政策局からも、地域に安心していただけるよう、より一層厳しく指導監督していくと
説明がありました。 
 平成 30 年度の年間撤去量は 38,200 ㎥となり、年間撤去計画量 40,000 ㎥を達成することはで
きませんでした。しかし、令和元年６月末時点では全体の約 30％にあたる 236,550 ㎥の撤去が完
了し、全体では計画量を上回る撤去が⾏われていることを確認し、また、環境調査（大気、水質、
⼟壌等）及び交通量調査の結果について意⾒交換を⾏いました。 
 今後も協議会としましては、㈱ＨＩＲＡＹＡＭＡ及び京都市と連絡調整を⾏い、岡田⼭の廃棄物
の撤去が安全、安心、そして確実に進んでいくよう、しっかりと⾒守っていきます。 
※ 平成３０年度の岡田⼭撤去の進捗状況及び環境調査結果の詳細をお知りになりたい⽅は、イン

ターネットでご覧ください。（裏⾯下の検索⽅法を参照してください。） 

【第 12 回会議当日の様子】 



 
 
 
 

 【（通称）岡田山の様子 大岩街道周辺地域内の定点から撮影】 
 
 
 
 
 
 

 
 

（令和元年８月撮影）          （平成２３年１２月撮影） 

 岡田⼭の背後（写真右側）に写るのが「大岩⼭」です。以前に撮影した右の写真と比べ、大岩
⼭が⾒える範囲が大きく、岡田⼭の頂上部分がなくなるなど、岡田⼭の撤去が進んでいることが
分かります。 
 また、手前にあった建築物の撤去が京都市の違反指導により進んでいることも分かります。 

大岩山 
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 発⾏︓岡田山撤去連絡協議会（地元構成員） 
 会 ⻑ 北川 晃 （東部地域環境対策推進協議会 会⻑） 
 副会⻑ 久保 穂積（⾃治連合会 会⻑）、酒井 彦三（交通安全推進委員会 会⻑） 
 構成員 元氏 健司（⾃治連合会 副会⻑）、藪 忠子（市政協⼒委員連絡協議会 副会⻑）、 
     北⼭ 千尋（保健協議会 会⻑）、森澤 幸次（⾃主防災会 会⻑）、 
     藤田 清臣（東部地域環境対策推進協議会 副会⻑） 

◎ お問い合わせ先 
 ・連絡協議会に関すること 
   深草支所  大岩街道周辺地域環境整備担当  電話︓０７５－６４２－３１７５ 
 ・岡田山撤去に関すること 
   京都市環境政策局  廃棄物指導課  電話︓０７５－３６６－１３９４ 
 ・周辺の環境調査に関すること 
   京都市環境政策局 環境指導課   電話︓０７５－２２２－３９５５ 

◎ インターネットで岡田山撤去の取組のページを設けていますのでご覧ください。 
 ・【岡田⼭撤去の取組】で 検索 「京都市伏⾒区役所︓岡田⼭撤去の取組」を選択 
                                         してください。 
 ・【岡田⼭撤去 進捗状況】で 検索  「京都市︓岡田⼭撤去の進捗状況及び環境調査 
                       結果について」を選択してください。 

岡田山の撤去と岡田山撤去連絡協議会について 

 通称「岡田⼭」は、稲荷⼭南⼭麓から名神⾼速道路の間の「大岩街道周辺地域」にある、過去
に倒産した産業廃棄物処理業者が⼟やガレキ類等の建設系混合廃棄物を積み上げたものです。 
 「大岩街道周辺地域の良好な環境づくりに向けたまちづくりの⽅針」に基づき、現在の地権者
の一人である㈱ＨＩＲＡＹＡＭＡが、京都市の指導監督の下、⾃社の廃棄物中間処理業と並⾏し
て、平成２６年度から２０年以内に岡田⼭を完全撤去します。 
 岡田⼭撤去連絡協議会は、岡田⼭撤去中の周辺地域の安全確保と生活環境を守るため、深草学
区⾃治連合会・㈱ＨＩＲＡＹＡＭＡ・京都市の三者で締結した協定に基づく協議会であり、深草
学区各種団体の会⻑等の参画により、岡田⼭撤去に関する協議・連絡調整を⾏っています。 

大岩山 
 ↓   


